
第３回石狩市学校部活動の地域連携・地域移行等 

に関する関係機関等協議会会議 

 

 

■日時   令和７年３月６日（木）午後６時～ 

■場所   市役所４０１・４０２会議室 

■次第 

１．開会 

２．協議 

① これまでの協議会の振り返り（第１回・第２回） 

  ② 団体（受け皿）のアンケート結果 

  ③ 国の動向 

  ④ 今後の方向性 

３．閉会 



≪石狩市学校部活動の地域連携・地域移行等に関する関係機関等協議会≫

① これまでの協議会の振り返り（第１回・第２回） Ｐ１～Ｐ３

② 団体（受け皿）のアンケート結果 Ｐ４～Ｐ１２

③ 国の動向 Ｐ１３

④ 今後の方向性 Ｐ１４

●本日の議事内容●



≪石狩市学校部活動の地域連携・地域移行等に関する関係機関等協議会≫

～これまでの議論経過～
◎第１回協議会
①部活動改革（地域連携・地域移行）の意義

◆子どもたちが、スポーツや芸術文化を楽しむことができる環境の確保

【協 議 会】計画策定・進捗管理
【実施主体】ヒト・モノ・カネをマネジメント
【運営主体】合同部活動（既存部活動をベース）

地域クラブ（地域の受け皿に移行）

②部活動改革（地域連携・地域移行）のイメージ

③各競技の課題点

・競技人口の減少
・活動拠点の確保（学校施設の利用可否）
・指導者の確保（報酬の支払い）
・活動に当たっての方向性の相違

④部活動改革（地域連携・地域移行）後の運営上の課題点

・公費による補助の規模
・指導者が負う責任範囲（引率時の事故や運営費の管理）

児童生徒、保護者及び学校関係者へのアンケートを実施し、ニーズを
的確に把握することで“石狩市版部活動改革”の方向性の検討を行う。
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≪石狩市学校部活動の地域連携・地域移行等に関する関係機関等協議会≫

～これまでの議論経過～
◎第２回協議会
①アンケートの結果

ⅰ）中学校でやってみたい活動 偏りなく多種多様
ⅱ）活動希望日 学校のある日で週３日程度
ⅲ）学校外の活動実態 ７割の児童が該当ありで週１日程度

※サッカー・軟式野球・水泳・ダンス・ピアノ・書道
※月謝は、１～２万円／月程度

ⅳ）地域クラブ活動について 参加を希望する旨の意見が多数
※通学の範囲内の活動場所で、月謝は３～５千円/月程度
※現在の学校以外のクラブ活動や教室等と同内容の活動を希望

ⅴ）部活動への期待 「人間関係構築」「達成感」「責任感」「体力向上」

≪児童・保護者≫

ⅰ）現在受け持つ部活動の経験 未経験者６割
ⅱ）顧問としての負担感 軽重のバラつきが目立つ
ⅲ）部活動改革の方向性への賛否 賛成７割

≪教職員≫

【総括】
地域クラブ活動への移行については肯定的で、現在の活動の継続を希望する傾向が認められる。
学校現場としても負担感の軽減に資する改革を歓迎する意見があった。
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≪石狩市学校部活動の地域連携・地域移行等に関する関係機関等協議会≫

～これまでの議論経過～
◎第２回協議会
②検討の方向性の例示（他市事例）

仕組み
生徒

区分
部活動学校生活

部活動の人数が足りないなどの理由で、
合同で部活動を設置。各学校の部活動
には顧問が必要である。部活動の少な
い加入生徒であっても顧問が必須であ
り、大会引率など教員の負担が生じる。

指定された学校で活動
※学校に部活動は開設されて
いるが、他校と活動を共にす
る場合がある

指定された学校に通学合同部活動

自校の生徒以外に、部活動に参加する
他校の生徒も受け持つ（学校生活と部
活動が切り離される）。

部活動がある学校で活動
※部活動参加のため、離れた
学校に移動する必要がある

指定された学校に通学拠点校方式

受け皿となり得る団体（クラブチーム等）へのアンケートを実施し、「学
校部活動の継続（必要な改革を講じた上で）」と「地域クラブチームへの
移行」の両面から実現可能性を探る等、石狩市としての方向性を検討する。

③地域の受け皿のニーズ・キャパシティの把握
・指導者確保（人数・専門性の担保）は可能か？
・指導者報酬に係る財源の捻出は可能か？
・活動拠点は確保されているか？
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≪石狩市学校部活動の地域連携・地域移行等に関する関係機関等協議会≫

◎第３回協議会
≪団体アンケートの結果報告≫

～アンケート概要～

【目的】
各団体で行われている活動に市内の中学生を受け入れていただき、『地域クラブ活動』
として、少子化の中でも将来にわたり生徒が文化・スポーツ活動に継続して親しむこと
ができる機会を確保することの実現可能性を探るもの

【対象】

【期間】
令和７年１月22日～令和７年２月14日

備 考実施方法対 象
市スポーツ健康課を通じて（公財）石狩市スポーツ協
会に依頼

書面又はオンラインスポーツ活動団体①

総合型地域スポーツクラブ書面又はオンラインスポーツ活動団体②

（特非）石狩市文化協会に依頼書面又はオンライン文化活動団体

石狩市立中学校の部活動において実施する競技や種目
に関連した活動を実施する団体

オンライン
※HPからの誘導

その他
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≪石狩市学校部活動の地域連携・地域移行等に関する関係機関等協議会≫

～結果～ 回答総数；８件

知っていた
100%（8件）

Q_1 貴団体は、「部活動の地域移行」を知って
いましたか。

知っていた
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≪石狩市学校部活動の地域連携・地域移行等に関する関係機関等協議会≫

新たな生徒（中学生）を受け入れるこ
とで、現所属員の刺激になる

28%（5件）

競技人口の増加に資する
33%（6件）

会費等の増収に繋がり、活動の幅を
広げることが期待できる

17%（3件）

特に意義を見出せない
11%（2件）

その他
11%（2件）

Q_2 貴団体にとって、「部活動の地域移行」にはどのような意義がある
と考えますか。

新たな生徒（中学生）を受け入れることで、現所属員の刺激になる 競技人口の増加に資する

会費等の増収に繋がり、活動の幅を広げることが期待できる 特に意義を見出せない

その他

〔その他〕
・今の時代に必要な新しい地域スポーツ
を創ることになります。

・単独でチームを編成することが難しい
状況であり、競技をやりたい子たちを
救ってあげられる。

6



≪石狩市学校部活動の地域連携・地域移行等に関する関係機関等協議会≫

前向きに検討したい
37%（3件）

条件によって検討可能
12%（1件）

条件にかかわらず実施は困難
38%（3件）

分からない
13%（1件）

Q_3 貴団体では、現時点において、「地域クラブ活動」の実施主体（市内の
中学生の活動を受入）となることについて、どのように考えますか。

前向きに検討したい 条件によって検討可能
条件にかかわらず実施は困難 分からない
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≪石狩市学校部活動の地域連携・地域移行等に関する関係機関等協議会≫

活動場所の確保
50%（1件）

実施費用（指導者への謝礼や報
酬を含む。）の保障

50%（1件）

Q_4 質問３で『条件によって検討可能』と選択した団体のみ回答願い
ます。条件とはどのようなことが考えられますか。（複数選択可）

活動場所の確保 実施費用（指導者への謝礼や報酬を含む。）の保障

回答対象；１団体

8



≪石狩市学校部活動の地域連携・地域移行等に関する関係機関等協議会≫

そもそも「部活動の地域移行」の
趣旨に賛同できない

50%（2件）

その他
50%（2件）

Q_5 質問３で『条件にかかわらず実施は困難』と選択した団体のみ回答
願います。その理由はどのようなことですか。（複数選択可）

そもそも「部活動の地域移行」の趣旨に賛同できない その他

回答対象；３団体

〔その他〕
・専門的な指導は難しいと考えるため
・現在、国が考えている部活動の受け皿と
なり得る地域クラブが育成されていない
こと。部活動を担当する教員の負担軽減
の観点からは、現在の部活動指導員の積
極的展開を行なったり、外部指導者を部
活動指導員により近づけた制度とする等、
学校教育法の改革が必要である。
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≪石狩市学校部活動の地域連携・地域移行等に関する関係機関等協議会≫

Q_6 質問３で『前向きに検討したい』又は『条件によって検討可能』と選択した団体のみ回答
願います。

受入れ検討可能な
活動場所指導者人数活動日競技・種目

主に学校開放（会場が足りません）２人火・水・土陸上
主に学校開放（会場が足りません）２人月・水・土又は

日
男子バレーボール

市内公共施設１人平日放課後・
土・日・祝日

合唱・アカペラ

公共施設３人土・月バレーボール
公共施設１人月・水硬式テニス
公共施設３人月・土陸上
公共施設２人木バドミントン
市内公共施設２人週２～３日ソフトボール
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≪石狩市学校部活動の地域連携・地域移行等に関する関係機関等協議会≫

Q_7 その他、「部活動の地域移行」に関するご意見がありましたらご記入ください。（自由意見）

・中学男子バレーボールは、石狩市で我々の団体のみです。おかげさまで中体連等主要大会
に出場できるまでになりましたので、広く認知される事を期待します。

・地域移行を願っても、活動場所に大きな課題があります。地域移行クラブへ学校と行政と
連携して会場確保を斡旋していただける仕組みを希望いたします。

・声楽系しかできませんので現状では部活動として行われている学校がないと思いますが、
必要な時は積極的に取り組みます。

・各学校に指導者が出向いての指導は厳しいので、市内の中学生が種目毎に施設に集合して
の指導であれば可能です。その場合の移動手段が課題です。
また、指導者もボランティアではないので、それなりの謝金を支払えるシステムが必要です。
子ども達の家庭環境もさまざまかと思います。どの子でも中学生迄は本人が希望したらス
ポーツが出来る環境を整えるには『石狩子供基金』の様な仕組み作りが必要なのではないで
しょうか？

・「移行先」と認められる条件を明確にしてほしい

・地域移行によって、スポーツ・文化活動をする生徒は増加しないし、逆に会費負担等が増
すので減少していくでしょう。実際に少年団等は勝利第一主義の傾向が強く、親の協力、
会費の高額等があり誰でも入れるような状況ではないので教育的意義や活動の振興を図る
事にはならない。
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≪石狩市学校部活動の地域連携・地域移行等に関する関係機関等協議会≫

アンケート総括

●部活動の地域移行の受け皿となることについて、半数が肯定的な意見

●一方で、「専門的な指導が困難」・「受け皿として十分に育成されていない」と
いった理由により、否定的な意見も４割

☞ ただし・・・①指導者報酬等に係る財源の確保
②活動場所の確保
③移動手段の確保

が課題

☞ 具体的には・・・
①専門的な指導は難しい
②現在の“部活動指導員（５人）”の積極的展開や“外部指導者（６人）”
の業務内容の拡充を含めた学校教育制度の改革が必要

部活動指導員
部活動外部指導者

・身分は市会計年度任用職員
・顧問である教職員と同様の業務が可能
（大会引率・保護者対応など）

・公務災害の対象

・有償ボランティア
・業務内容はあくまでも技術指導のみ
・怪我等はスポーツ安全保険で対応
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■地域移行に関する国の動向について

※「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議」
の中間とりまとめ結果（令和6年12月2日）から抜粋

R13R12R11R10R9R8R7R6R5

改革推進期間 改革実行期間
（前期） （後期）

・休日部活動を地域へ ・休日部活動の地域展開の定着へ
・平日部活動の改革

≪石狩市学校部活動の地域連携・地域移行等に関する関係機関等協議会≫ 13

【地域全体で連携して行う取組に関する名称の整理】
見直し

「地域展開」

「地域連携」
（変更なし）

「地域連携」
※学校部活動における部活動指導員等

の配置や合同部活動等の実施

「地域移行」
※学校部活動から地域クラブ活動への転換

現行



①並行稼働により、“石狩市版”の持続可能な制度を引き続き検討する。

【部活動の継続】 【地域クラブへの試験的移行の検討】

≪拠点校方式の導入に向けた実証≫
新年度から、複数種目で拠点校方式を実
施し、課題など検証する（実証）。

○懸案事項
・指定校変更理由の整理
・移動方法
・保護者負担のあり方 など

≪地域クラブでの活動の検討≫
実施可能団体を募集し、個別協議をすると
ともに、実施に向けた課題整理を行う。

○懸案事項
・公的支援の検討（財源・場所）
・事故発生時の補償スキーム整理
・指導者の報酬
・移動方法
・保護者負担のあり方 など

■今後の市の方向性について

②本協議会を継続し、上記①の拠点校方式の実証や地域クラブ活動の結果を踏まえ、
引き続き、本市が目指す「地域展開・地域連携」を協議する。

≪石狩市学校部活動の地域連携・地域移行等に関する関係機関等協議会≫

これまでの協議会の協議結果、児童生徒・保護者・教員アンケート、団体（受け皿）
アンケート、今後の国の動向を踏まえた結果、次のとおり進めていく。
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石狩市教育委員会要綱第１号 

石狩市学校部活動の地域連携・地域移行等に関する関係機関等協議会設置要綱を次の

ように定める 

令和６年１月 18 日 

 

石狩市教育委員会教育長 佐々木 隆 哉   

 

石狩市学校部活動の地域連携・地域移行等に関する関係機関等協議会設置要綱 

(設置) 

第１条 将来にわたり本市の子どもたちが運動やスポーツ、文化芸術に継続して親しむこ

とができる環境の整備に向け、市立中学校及び義務教育学校後期課程の部活動の地域連

携・地域移行等を含めた今後のあり方について協議し、推進計画案を策定するため石狩市

学校部活動の地域連携・地域移行等に関する関係機関等協議会(以下「協議会」という。)

を設置する。 

(定義) 

第２条 この要綱において、次の各号に揚げる用語の意義は、当該各号に定めるところ

による。 

(1) 地域連携 合同部活動の導入又は地域人材を活用した部活動指導員等を適切に配 

置することにより生徒の活動機会を確保することをいう。 

(2) 地域移行 多様な組織・団体が運営する地域クラブ活動において受け皿を確保  

し、生徒の活動機会を確保することをいう。 

 (所掌事務) 

第３条 協議会は、次の各号に掲げる事項を協議する。 

(1) 学校部活動のあり方及び地域移行等の進め方に関する事項 

(2) 学校部活動及び地域クラブ活動の仕組みづくりに関する事項 

(3) 学校部活動及び地域クラブ活動の運営方法等に関する事項 

(4) 前各号に掲げるもののほか、中学生にとって望ましい運動・スポーツ、文化芸術 

環境を整えるために必要な事項 

 (設置期間) 

第４条 協議会の設置期間は、所管事務が終了するまでとする。 

(組織) 

第５条 協議会は、委員２０人以内をもって組織する。 

(委員及び任期等) 

第６条 委員は、次の各号に掲げる者及び組織に属する者のうちから教育長が委嘱し、又



は任命する。 

(1) 公益財団法人石狩市体育協会 

(2) 石狩市スポーツ推進委員協議会 

(3) 総合型地域スポーツクラブ 

(4) 石狩市のスポーツ競技団体 

(5) 特定非営利活動法人石狩市文化協会 

(6) 石狩市の文化団体 

(7) 石狩市校長会 

(8) 石狩市ＰＴＡ連合会 

(9) 石狩市教育委員会学校教育部長 

(10) 石狩市教育委員会社会教育部社会教育課 

(11) 石狩市健康推進部スポーツ健康課 

(12) 前各号に揚げる者のほか、教育委員会が必要と認める者 

２ 前項各号に掲げる者のほか、第２条各号に掲げる事項について指導助言を求めるた

め、アドバイザーを置くことができる。 

３ 委員の任期は、委員を委嘱した日から協議会の設置期間満了の日までとする。 

ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

(会長及び副会長) 

第７条 協議会に、会長及び副会長各１人を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときまたは会長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

(会議) 

第８条 協議会の会議は、会長が招集する。 

２ 会長は、協議会の会議の議長となる。 

３ 協議会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

４ 協議会は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、その意

見または説明を聴くことができる。 

(庶務) 

第９条 協議会の庶務は、教育委員会学校教育課において処理する。 

(補則) 



第 10 条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議

会に諮って定める。 

附 則 

(施行期日) 

１ この要綱は、令和６年(2024 年)１月 19 日から施行する。 

(会議の招集の特例) 

２ この要綱の施行の日以後最初に開かれる会議又は会長及び副会長が欠けたときの会

議は、第８条第１項の規定にかかわらず、教育長が招集する。 


